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長野反核医療者の会
第４回定期総会・記念講演
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被爆者とともに歩んで
〜ふたたび被爆者をつくらないために〜

長野反核医療者の会
松本市元町2-9-11 民医連会館２階(長野県民医連)
TEL：0263-36-1390  FAX：0263-33-1229
MAIL：info@panw-nagano.com
HP：https://panw-nagano.com

2025年       月           日(火祝) 13:00〜4 29
会場：松本市勤労者福祉センター 3-3　WEB併用 

被爆者からあなたに
日本原水爆被害者団体協議会 編 
(岩波ブックレット)

いま、問われるのは、「唯一の戦争被爆国」を名乗りながら、戦
後、アメリカの「核の傘」(核抑止力)のもと、その核政策を一貫
して支え続けてきた日本政府のあり方だ。
　

自ら立ち上がり、核兵器も戦争もない世界をめざして唯一無二の
運動を創り出してきた被爆者たちの運動は、学べば学ぶほど奥が
深い。
　

彼らを人生の先輩として共に生きてきたことで、私の人生はどれ
ほど豊かになったことだろう。(くりはら・よしえ)
  

被団協の歩み、被爆者の願い、そして私たち（栗原淑江）『世界』2024年12月
原爆被害者の基本要求
日本原水爆被害者団体協議会
(ウェブサイトで公開) 

長野反核医療者の会HP

記念講演 (一般公開)
講師：栗原 淑江 さん
ノーモア・ヒバクシャ記憶遺産を継承する会 事務局
一橋大学在学中から被爆者の生活史調査にかかわる。
1980年から1991年まで日本被団協事務局員。

日本被団協のノーベル平
和賞受賞を受けて、被爆
者とともに運動してきた
栗原さんのお話を聴き、
私たちが、被爆者の願い
をどう継承していくのか
を考える会にしたいと思
っています。 


